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別添資料１ 研究科の SCI 論文（出典：Web of Science データから抽出作成） 

（Science citation index(SCI)収録論文数及び被引用数トップ 10％論文数） 

 

 

別添資料２ カテゴリー別研究分野（出典：Web of Science データから抽出作成） 

  

  

事 項
H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 計 平均

SCI収録論文数 142 145 148 122 102 94 753 125.5

専任教員数（5月1日現在） 74 78 76 74 74 75
本務教員一人当たりのSCI論文数 1.92 1.86 1.95 1.65 1.38 1.25 1.67

被引用数トップ10％論文数 5 7 14 8 9 1 44 7.3

被引用数トップ1％論文数 0 1 2 1 1 0 5 0.83

H22～27年度

*1　H27年度データはH28年3月8日現在のWeb of Science抽出データ（その後収録される予定のH27年度論文は含まれない）。

*2　被引用数トップ10％及び1％論文数は2015年5月現在の広島大学IRデータを参照。

出 版 年 度

掲載誌の分野 論文数

AGRICULTURE（農学） 127
FOOD SCIENCE TECHNOLOGY（食品科学技術） 107
ENVIRONMENTAL SCIENCES ECOLOGY（環境科学・生態学） 93
BIOCHEMISTRY MOLECULAR BIOLOGY（生化学・分子生物学） 78
MARINE FRESHWATER BIOLOGY（海洋・淡水生物学） 77
CHEMISTRY（化学） 71
ZOOLOGY（動物学） 57
BIOTECHNOLOGY APPLIED MICROBIOLOGY（バイオテクノロジー・応

用微生物学）
55

FISHERIES（水産学） 45
VETERINARY SCIENCES（獣医科学） 41
MICROBIOLOGY（微生物学） 37
PLANT SCIENCES（植物科学） 30

(生物圏科学研究科の2010-2015年度論文の掲載誌カテゴリーから見た研究分野）
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別添資料３ 主な学術賞受賞（出典：生物圏科学研究科作成データ） 

  

受賞者氏名 賞の名称 授与年月日
22 4 1
22 8 5
22 4 4
22 9 24
23 3 20
23 5 28

Thf Ӏ
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別添資料４ 科学研究費補助金採択件状況（出典：生物圏科学研究科作成データ） 

 

別添資料５ 共同研究等の主な業績（出典：生物圏科学研究科作成データ）  

（共同研究（500 万円以上  ）と受託研究・受託事業（1000 万円以上  ）のリスト）  

 

  

新規 継続 計 新規 継続 計 新規 継続 計 新規 継続 計 新規 継続 計 新規 継続 計 新規 継続 計

0 1 1 0 1 1

0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 2 2 1 5 6

一般 2 8 10 1 8 9 3 6 9 3 5 8 4 781313 679.8031 6.63243381313 1.6189 -0 0 6.61 379.815208.3.2203 T m 


�M+á2
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別添資料６ 研究拠点の概要（出典：生物圏科学研究科作成） 

 

 

 

別添資料７ 研究科主催シンポジウム状況(出典：生物圏科学研究科作成) 

 

  

(平成25年度選定）

インキュベーション研究拠点 設　置　目　的

基礎研究を畜産技術開発につな

げるトランスーレーショナル型研

究拠点-日本型（発）畜産・酪農

技術開発センター

　この研究拠点は「安全で高い生産機能を発揮する先進畜産技術開発の教育研究」を目的とし、国内外の研究ネッ

トワークを形成しながら、最新の基礎研究を活かしたイノベーションにより畜産・酪農を新産業化し、食料増産を介し

て世界（特にアジア地域）に貢献することを目指している。平成26～27年度は国際シンポジウム・セミナーを広島大

学で開催し、研究連携を推進するためのセミナーをガジャマダ大学（インドネシア）、カセサート大学(タイ)、西北農

林科技大学(中国）で行った。

(平成26年度選定）

日本食・発酵食品の革新的研究

開発拠点

-日本食の機能性開発センター

　本研究拠点は，①日本食・発酵食品の生活習慣病など疾病予防作用の解明（健康機能性），②日本食・発酵食

品の食の安全性への応用技術開発（安全性），③日本食や発酵食品の①と②の機能性を食品製造につなげるため

の食品工学的研究（食品加工技術）を活動の三本柱とし，次世代の日本食を提案することを目的としている。

平成27年度はキックオフセミナーに加えてシンポジウム「発酵食品研究のフロンティア」を開催した。その他に，コン

スタンティン大学（アルジェリア），ガジャマダ大学（インドネシア）を訪問した他，カフルエルシェイク大学（エジプト）

の教授を招聘し，海外機関との連携を進めている。

○広島大学インキュベーション研究拠点

○広島大学プロジェクト研究センター
プロジェクト研究センター 設　置　目　的

ウイルス制御プロジェクト

研究センター

ウイルスによる疾病は，一般的に抗生物質の効果がなく，治療が困難である。ワクチンによる

予防が一般的であるが，ワクチンが開発されていないウイルス病も 多い。これまでの研究で，冬

季の食中毒・感染性胃腸炎の主要な原因となっているノロウイルスに対して抑制効果を示す物質

の探索を行ったところ，柿渋が極め て強い抗ノロウイルス効果を保有していることを明らかにし

た。本研究センターでは，柿渋の他のウイルスに対する抑制効果とそのメカニズムを明らかにす

るとともに，新たな抗ウイルス作用を示す天然物の探索，活性物質の単離・同定，作用メカニズ

ムの解明などを行うことを目的とする。

流域圏環境再生プロジェク

ト研究センター

広島大学内に散らばる環境関連分野の研究者を集め，「流域圏」という大きな視点をもって総

合的に取り組むことにより，太田川－広島湾流域圏や瀬戸内海 流域圏における，水・砂・栄養塩

などの循環を定量的に明らかにする．この作業は大学院生などの参加のもと行うことにより，教

育・研究の両方に資する．

産・官との共同研究を積極的に行い，得られた知識や技術をベースとして，新たな環境再生技術

の開発を行ったり，分野横断型プロジェクトの企画・立案を行ったりする．

勉強会を通してメンバー同士の情報交換を行い，フォーラムやシンポジウムなどを既存学会・行

政組織・環境関連団体などと共催することにより，得られた 学術的成果を積極的に一般に公表す

ることで，住民の環境問題に対する意識の高揚，環境関連企業とのシーズ・ニーズのマッチン

グ，行政の施策へ反映させる．

日本鶏資源開発プロジェク

ト研究センター

日本国内における鶏卵・肉の安定供給に向けて、日本鶏を中心とした家禽の①有用形質の網羅

的解析とその評価法の確立、②稀少遺伝資源の保存/保護、および ③有用遺伝形質を支配する遺

伝子（座）の同定、を行ない、それらを利用した優良国産鶏の開発を目指す。

食料・環境問題国際シンポジウム開催状況

年月日 シンポジウムテーマ 会 場(広島大学) 参加者数

平成22年12月20日 東アジアの食料と環境に関する現況分析と将来
展望

生物生産学部 70名

平成23年11月5日 農業・水産現場の自然災害からの復興 生物生産学部 120名

平成24年11月3日 東アジアの持続可能な農業を目指した研究の進
歩

生物生産学部 80名

平成25年11月2日 東南アジアと日本における水産資源の持続的利
用と保全

生物生産学部 80名

平成26年11月1日 アジア諸国における安全な食料生産環境の実現 生物生産学部 80名

平成27年11月13日 安全な食料の持続的生産 生物生産学部 94名
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別添資料８ 地域貢献研究の例（出典：研究科ホームページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中国新聞（2/4）で海野徹也准教授が紹介されました  
掲載日：2016 年 2 月 4 日  
リンク用 URL：http://www.hiroshima-u.ac.jp/news/show/id/24984 

平成 28 年 2 月 4 日（木）の中国新聞で、海野徹也准教授のチームが研究を手掛ける「檸檬

チヌ」が紹介されました。  
チヌにレモン果汁を混ぜた餌を与えると、うまみが増し、チヌ独特の生臭さが軽減すること

が海野准教授の研究チームの成分分析でわかりました。うまみが増し、脂の乗りがよい冬場

の天然チヌ「寒チヌ」と比較しても、「檸檬チヌ」はうま味に関わる様々なアミノ酸が全般的

に多く、プリロンに関しては 34 倍程度も多いということです。さらにビタミンＣが豊富な餌

により栄養状態が向上し、脂の乗りがよくなりました。天然チヌとの食べ比べ試験をした結

果、参加者からは「かんきつの香りがする」との回答が多く、現在進めて香りの分析でも、

レモン由来の成分を検出したそうです。  
広島県はチヌの漁獲量とレモンの生産量がいずれも全国トップですが、チヌは時季によっ

て臭みが強まり敬遠され、昔と比べて市場価格も低迷しています。海野准教授は「最もうま

い時季の天然チヌと比べてこの結果が出た。一年中、美味なチヌを出荷できる可能性もある」

と話しています。  
この「檸檬チヌ」は、チヌの消費拡大を目指す尾道市の尾道水産青年協議会が、14 年から

開発を始めたものです。同協議会は科学的な裏付けを得るため広島大の地域連携推進事業に

応募し採用され、海野徹也准教授の研究チームが成分分析を進めています。今月 6 日には、

尾道市の直販所で檸檬チヌ 100 匹が初めて出荷されます。  
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別添資料９ ステークホルダーアンケート調査結果(出典：研究科作成) 

 

実施：平成 27 年 7～8 月 

対象：本学の共同研究等で連携する農林水産関係試験研究機関，食品関係産業界， 

応用生命・製薬・化学関係産業界等の 25 機関・企業等 

 

質問項目（抜粋） 

 

 

回答割合 

 

Q1. 動植物科学，水産海洋科学，食品科学，環境科学等の生物圏科学諸分野で研究科の目的に合致する
研究が展開されている。

Q2. 貴殿または貴機関の分野において，独創性の高い研究が展開され，世界トップレベルと思われる研究が
見られる。

Q4. 生物資源とその機能についての基礎から応用までの研究を行い，基礎研究を生物生産の技術開発につ
なげる成果をあげている。


